
P R E S E N T
0 1

P R E S E N T
03

解答欄

A B C D E F G H I J K L M

https://www.mainichi.co.jp/
form/bousai2020/

●プレゼントは協賛会社より提供されます。●当選者の発表は商品
の発送をもって代えさせていただきます。●ご応募いただいた個人
情報は、毎日新聞社の個人情報取り扱い指針にのっとり、厳重な
管理のもと賞品の発送やマーケティング目的で保存、利用します。

プレゼント応募方法

ハガキにクロスワードの答えと〒住所、氏名、年齢、電
話番号、希望するプレゼントを書いて、〒100ー8051
（住所不要）毎日新聞社内 毎日企画サービス「なる
ほドリ防災クロスワード」係あてにお送りください。下
記ホームページ、または二次元コードで携帯からの応
募も可能です。締切は9月11日（金）＝当日消印有
効。正解者の中から抽選で●名様に上記のプレゼン
トが当たります。

答えがわかったら
読者プレゼント（左）に応募しよう！

「キモカワ」「サムライ」「四季」「富士山」など日本美術を特色付
けるキーワードを通し、東京富士美術館が所蔵する名品から多
様な分野におよぶ約90点を展示。さらにVR技術を用いたシミュ
レーション体験など、これまでの美術
館展示にはない鑑賞方法を新提案
します。11月29日（日）まで。

招待券5組10名
様

広告 企画・制作／毎日新聞社営業総本部

３品１セット

×10名様
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全国米穀販売事業共済協同組合
が発行する「全国共通おこめ券」
（500円）を5枚セットで読者10名
様にプレゼント。有効期限はなく、全
国のお米屋さんや百貨店、スーパーなど
で1枚につき440円分の米と引き換えられます（一部お取り
扱いのない店舗も）。お中元や祝い事、仏事などへの利用
にもおすすめ！

お米やごはんの情報発信中！
ネット通販でも
おこめ券を使って購入できます。

全国米穀販売事業共済協同組合　☎0120-618-883

全国共通おこめ券

https://www.gohansaisai.com

500円
券5枚セ

ット

×10名
様
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明日
9月1日は
防災の日

しようにクロスワード

主催：東京富士美術館、毎日新聞社
会場：東京富士美術館
　　　　 （東京都八王子市谷野町492-1）

開館時間：10時～17時 
　　　　　　※受付は16時30分まで

「とり釜めし 味付けごはん付き」
「スープdeごはん〈鶏しお雑炊〉」

「玉子ととり雑炊」
特別展

東京富士美術館所蔵

THIS IS JAPAN IN TOKYO
～永遠の日本美術の名宝～

歌
川
国
芳 

《
み
か
け
ハ
こ
ハ
ゐ
が
と
ん
だ
い
ゝ
人
だ
》

プレゼントが
当たる!

丸美屋食品より、美味しく手軽で、ローリングストックにも役立つ３品１セットを
10名様へプレゼント！レンジで簡単に調理でき、容器もついている「とり釜め
し 味付けごはん付き」、独自の“ふっくら製法”で作った押し麦入りごはんとこ
だわりのスープが魅力の「スープdeごはん〈鶏しお雑炊〉」、温めても、そのまま
でも、冷やしても楽しめる味わい豊かな鰹だし仕立ての「玉子ととり雑炊」の
ラインナップです。ぜひご応募ください。

答えは９月12日（土）の夕刊で

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ コ のカギ

愛媛県の旧国名25

縁起直しのおまじないや小学生の算数にも
登場する長寿コンビ

23

かくれんぼで人を捕まえる役22

女性の日本髪の髪飾り20

スウィフトの小説で小人国・巨人国・飛行島・馬の国を
旅した人物

18

先祖代々の墓や位牌をおき供養を行う寺16

斜面などの崩落を防ぐため、自然のままの地盤の形状に
合わせ、自在に□□□□できる金網型枠を用いて、
モルタル吹き付けにより地盤と枠が一体となり十分な
強度が得られるフリーフレーム工法

14

災害で道路がふさがれ、回り道を13

都心では豪雨で水が一気に□□に流れ込む侵水リスクが10

決勝戦などの大事な試合で敗れた選手が流したりするもの１

47 助けたり手伝ったりすること。また、その人のこと

45 救助活動の現場では災害後72時間が□□□□と言われている

43 このクロスワードを□□□に家族や友人と防災について話し合おう

41 民間だけではなく政府も行った（政府は６月で終了）クレジットカードや
電子マネーによるキャッシュレス決済を進めるためのポイント□□□□

39 政治家が駅前などで有権者に政見を伝えること

36 災害に強い道路・水道・電気など□□□□整備が必要だ

34 二つの1等星と、三つ星や大星雲で知られる冬の星座

33 ミミズクの異名

31 常温保存が可能なため、備蓄にも適した丸美屋の
「□□□□（一般には「おじや」ともいう）シリーズ」７種や
「スープdeごはんシリーズ」５種

30 防災の日の□□は「広く国民が台風、高潮、津波、
地震等の災害についての認識を深め、これに対処する
心構えを準備すること」

28 避難所での新型コロナウイルスによる□□□□□発生を
防ぐため、毎日の検温や健康チェックが必要

26 自然災害は決して□□□□□ではなく、
わが身にも降りかかってくるものと考えよう

49 映画で撮影を開始すること

48 地震による断水などの災害時に活用が図られている
釣瓶やポンプでくみ上げる水

46

地
震
や
台
風
な
ど
、い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ

防
災
の
豆
知
識
や
□
□
技
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

44

台
風
は
春
先
に
は
□
□
の
低
い
と
こ
ろ
で
発
生
し
、

西
に
進
ん
で
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
方
面
に
向
か
う
が
、

夏
に
な
る
と
□
□
の
高
い
と
こ
ろ
で
発
生
す
る

42

局
地
的
な
豪
雨
の
時
な
ど
に
逆
流
す
る
場
合
も
あ
る

40

鰹
節
や
昆
布
な
ど
を
煮
出
し
て
作
る
う
ま
み
の
あ
る
汁

38

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
取
り
付
け
つ
だ
け
で
な
く
、電
池
の

状
態
な
ど
を
定
期
的
に
□
□
□
□
す
る
こ
と
が
大
切

37

自
然
の
恵
み
と
災
害
は
□
□
□
□（
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
て

分
け
ら
れ
な
い
。こ
と
）だ
か
ら
こ
そ
防
災
が
必
要
だ

35

団
子
と
ス
ス
キ
を
供
え
て
□
□
□
□
す
る
季
節
は

台
風
に
注
意
が
必
要

32

2

「
□
□
□
□
□
避
難
」と
は
、津
波
や
洪
水
の
際
に

自
宅
や
避
難
施
設
の
高
所
階
に
上
が
っ
た
り
、地
震
や
火
災
の

際
に
高
層
ビ
ル
の
上
階
か
ら
地
表
に
下
り
た
り
す
る
こ
と
。

ヨ
コ
　
の
時
間
帯
で
は
特
に
検
討
し
た
い
避
難
方
法
だ

29

初
夏
に
白
い
釣
鐘
形
の
小
花
を
総
状
に
つ
け
る
清
楚
な
植
物

ふ
さ

27

み
な
さ
ん
□
□
□
□
の
と
お
り
、

明
日
の
９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す

26

避
難
所
で
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、マ
ス
ク
・

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
・□
□
□
□
□
□
を
持
っ
て
行
く
と
よ
い

24

自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に

□
□
□
□（
ひ
と
り
ひ
と
り
）の
防
災
意
識
を
高
め
よ
う

22

避
難
所
の
炊
き
出
し
で
ご
飯
を
炊
い
て

梅
干
し
を
入
れ
た
□
□
□
□
を
配
布

21
「
□
□
□
□
避
難
」と
は
危
険
な
場
所
に
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
、

頑
丈
な
建
物
の
高
い
階
に
住
ん
で
い
る

人
が
自
宅
に
と
ど
ま
っ
て
生
活
す
る
こ
と

19

台
風
で
倒
れ
た
木
の
□
□
□
□
は
、非
常
に
難
し
く
注
意
が
必
要

17

胃
の
内
壁
を
撮
影
す
る
た
め
に
口
か
ら
挿
入
す
る
医
療
器
具

15
□
□
□
□
を
ひ
と
り
で
搬
送
す
る
方
法
に
は「
背
負
い
搬
送
」、

児
童
や
小
柄
な
人
の
場
合
の「
横
抱
き(

抱
き
上
げ)

搬
送
」、

肩
に
担
ぎ
上
げ
る「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
ズ
キ
ャ
リ
ー
」な
ど
が
あ
る

12
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ
は
□
□
植
物

９
テ
レ
ビ
の
□
□
□
□
□
□
の
気
象
コ
ー
ナ
ー
で

激
し
い
雷
雨
が
続
く
と
報
じ
ら
れ
て
い
る

８
雨
が
降
る
こ
と

７
「
分
散
避
難
」と
は
災
害
の
危
険
が
な
い
親
戚
や
、

□
□
□
□・
知
人
の
家
な
ど
へ
避
難
す
る
こ
と

５
避
難
所
で「
密
集
」「
密
接
」を
防
ぐ
に
は
、人
と

背
を
向
け
て
座
る
よ
う
に
し
た
り
、□
□
□
□
□
な
ど
で

間
仕
切
り
を
作
っ
た
り
す
る
と
効
果
が
あ
る

４
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
祭
儀

３
寄
席
や
大
相
撲
で
の
途
中
の
休
憩

２
□
□
□
に
避
難
す
る
と
き
に
は
、泥
上
に

落
ち
て
い
る
物
や
道
路
の
割
れ
目
に

気
づ
き
に
く
い
た
め
、よ
り
一
層
の
注
意
が
必
要
だ

１

土
・
及
・
欠
・
未
な
ど
の
漢
字
の
左
側
に
あ
る
と

新
た
な
漢
字
が
で
き
る
部
首

酸性の水溶液とアルカリ性の水溶液を混ぜることによって
水と塩ができる化学反応（中性になるとは限らない）

６
えん

蚕の繭から採った糸11
まゆ



 


